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〈
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
〉

の
年
に
あ
た
っ
て

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
い
よ
い
よ
宗
祖
親
鸞
聖
人
七

五
〇
回
御
遠
忌
の
年
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
法
要
を
勝
縁
と
し
、

各
地

よ
り
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
に

多
く
の
方
々
が
御
参
詣
の
こ
と
と

拝
察
い
た
し
ま
す
。

宗
史
蹟
親
鸞
聖
人
岡
崎
草
庵
跡

の
別
院
と
し
て
多
方
面
か
ら
の
御

協
力
と
御
厚
情
を
賜
り
、
約
二
年

間
に
わ
た
り
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
現
状
と
当
院
の

由
来
に
つ
い
て
御
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

江
戸
時
代
に
流
布
し
た
親
鸞
聖

人
の
伝
記
で
あ
る
『
親
鸞
聖
人
正

統
伝
』
は
、
二
十
九
歳
で
比
叡
山
を
降
り
、
吉
水
の
法
然
上
人
の
門
に
入
っ
た
聖
人
は
、

こ
こ
岡
崎
に
庵
室
を
し
つ
ら
え
、
吉
水
の
法
然
上
人
の
も
と
に
通
っ
た
と
伝
え
て
い
ま

す
。
ま
た
承
元
の
法
難
に
連
座
し
て
越
後
に
流
さ
れ
、
赦
免
の
の
ち
関
東
で
の
生
活
を

経
て
、
帰
洛
し
た
親
鸞
聖
人
が
最
初
に
住
ん
だ
の
も
、
こ
の
岡
崎
の
草
庵
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。

当
時
の
京
都
周
辺
の
人
々
が
、
聖
人
を
慕
っ
て

「
親
鸞
屋
敷
」
と
呼
ん
だ
草
庵
跡
と
伝
え
ら
れ
る

こ
の
地
に
、
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
に
東
本
願

寺
第
二
十
代
達
如
上
人
（
一
七
八
〇
〜
一
八
六
五
）

と
御
門
徒
に
よ
っ
て
現
在
の
本
堂
が
創
建
さ
れ
ま

し
た
。

明
治
九
（
一
八
七
九
）
年
に
岡
崎
別
院
と
改
め

ら
れ
、
同
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
は
新
門
の

学
問
所
で
あ
る
御
学
館
が
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

「
清
池
館
」
（
現
在
の
輪
番
所
・
大
谷
専
修
学
院

別
科
生
の
部
屋
）
と
命
名
さ
れ
た
御
学
館
で
は
、

彰
如
上
人
（
句
仏
上
人
）
が
学
ば
れ
、
同
二
十
四

（
一
八
九
一
）
年
に
は
清
澤
満
之
先
生
が
主
任
に

任
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
大
正
五
（
一
九
一
六
）

年
に
は
金
子
大
榮
先
生
を
中
心
に
学
生
の
勉
強
会

で
あ
る
「
鏡
池
会
」
が
、
当
院
を
会
場
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。
こ
の
会
に
は
の
ち
に
曾
我
量
深
先

生
も
参
加
さ
れ
た
と
記
録
に
あ
り
ま
す
。
当
院
に

お
い
て
厳
修
さ
れ
た
清
澤
満
之
先
生
の
五
十
回
忌

法
要
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
堂
の
西
側
の
石
柵
で
囲
わ
れ
た
小
さ
な
池
は
、

「
鏡
池
」
、
ま
た
「
姿
見
の
池
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
親
鸞
聖
人
が
越
後
配
流
の
お
り
に
姿
を
映

し
て
名
残
を
惜
し
ん
だ
池
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
鏡
池
会
」
も
機
関
誌
の
「
鏡
池
だ
よ
り
」

も
こ
の
池
の
名
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の

西
側
に
は
「
八
房
の
梅
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
聖
人

お
手
植
え
の
梅
の
木
の
由
緒
を
伝
え
る
も
の
で
、

現
在
次
の
世
代
を
担
う
「
八
房
の
梅
」
を
生
育
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

鏡
池
だ
よ
り
第6号
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庭
園
と
茶
室
に
つ
い
て

茶
室
は
、

達
如
上
人
に

よ
り
本
堂
と

ほ
ぼ
同
じ
時

期
に
創
建
さ

れ
た
と
伝
え

ら
れ
、
そ
の

当
時
の
前
大

徳
寺
宙
宝
禅

師

の

扁

額

「
翠
雲
」
を

掲
げ
、
「
翠

雲
亭
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま

す
。当

時
、
二

階
建
て
の
茶

室

で

あ

る

「
延
賞
台
」

が
池
の
西
側

に
あ
り
、
延

賞
台
八
景
と

し
て
幾
多
の
詩
歌
に
う
た
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
惜
し
く
も
第
二
室
戸
台
風
で
倒
壊
し
、

現
在
は
そ
の
跡
地
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
ば

か
り
と
な
り
ま
し
た
。

池
の
中
央
に
は
、
朱
塗
り
の
橋
「
必
度
橋
」

が
架
か
り
、
庭
園
に
一
層
の
趣
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「
必
度
橋
」
は
大
谷
専
修
学
院
元
院
長
信
國

淳
師
に
よ
り
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
朽
ち
て
い

た
こ
の
橋
も
、
二
〇
〇
九
年
六
月
十
六
日
に
、

山
城
二
組
の
寺
院
御
住
職
や
御
門
徒
の
手
で

足
場
が
組
ま
れ
塗
装
と
床
の
張
り
替
え
が
さ

れ
、
二
〇
〇
九
年
七
月
三
十
一
日
に
渡
り
初

め
式
を
行
い
ま
し
た
。

岡
崎
別
院

輪
番

福
田

大

真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
で
の
宗

祖
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
法
要

期
間
中
、
お
一
人
で
も
多
く
の
方
々

に
当
院
に
御
参
詣
い
た
だ
き
た
い
一

念
で
、
多
方
面
か
ら
の
御
懇
志
に
よ

り
、
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

宗
祖
に
と
っ
て
御
縁
の
深
い
「
親

鸞
聖
人
岡
崎
草
庵
跡
」
の
当
院
に
御

参
詣
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
職
員
一
同

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
京
都
駅
お
よ
び
本
山
（
東

本
願
寺
）
か
ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
を

下
記
に
載
せ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
御

参
照
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
な
に
と

ぞ
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岡
崎
別
院

責
任
役
員
（
圓
重
寺
住
職
）
小
山

洋

本
年
御
遠
忌
を
お
迎
え
す
る
に
あ

た
り
、
多
く
の
方
々
に
岡
崎
別
院
整

備
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
、
当
院
に
係
わ
ら
せ
て
い
た
だ

く
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
、
お
一
人

で
も
多
く
の
方
々
に
、
美
し
く
な
り

ま
し
た
当
院
に
御
参
詣
い
た
だ
き
た

い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

各
地
よ
り
大
勢
の
方
々
が
本
山
に

御
参
詣
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
折
に
は
当
院
近
辺
を
散
策
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

承
元
の
法
難
の
近
因
と
も
な
り
ま

し
た
安
楽
、
住
蓮
で
知
ら
れ
る
安
楽

寺
や
法
然
院
な
ど
も
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
御
遠
忌
を
機
縁
に
岡
崎
別

院
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

翠雲亭必度橋

京
都
教
区
山
城
第
一
組

組
長
（
新
道
寺
住
職
）

磯
野

淳

こ
こ
岡
崎
別
院
は
、
聖
人
が
比
叡

山
を
お
り
ら
れ
て
吉
水
の
法
然
上
人

の
下
に
通
わ
れ
た
こ
ろ
、
お
住
ま
い

に
な
ら
れ
た
地
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
親
鸞
聖
人
の
縁
の
地
で

あ
る
岡
崎
別
院
に
対
し
て
、
山
城
一

組
各
寺
院
は
、
山
城
一
組
・
二
組
の

寺
院
の
真
宗
聞
法
の
道
場
と
位
置
づ

け
て
、
岡
崎
別
院
奉
賛
会
を
通
し
て

護
持
に
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

た
だ
単
に
建
物
を
後
世
に
伝
え
る

だ
け
で
の
護
持
で
は
な
く
、
お
念
仏

の
声
を
伝
え
る
護
持
を
行
い
、
ま
た

多
く
の
御
門
徒
様
と
御
一
緒
に
聞
法

と
研
鑚
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

京
都
教
区
山
城
第
二
組

組
長
（
澄
江
寺
住
職
）

菅
原

信
顕

岡
崎
別
院
は
吉
水
時
代
の
親
鸞
聖

人
御
旧
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
八
〇
〇
年
程
前
に
聖
人
が
居
住

さ
れ
た
旧
跡
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
聞
法
求
道
の
原
点
の
地
と

し
て
聖
人
以
来
今
な
お
受
け
継
が
れ

て
い
る
大
切
な
聞
法
道
場
で
あ
り
ま

す
。
彰
如
上
人
が
学
ば
れ
、
金
子
・

曾
我
両
師
を
は
じ
め
と
す
る
幾
多
の

先
達
が
集
い
、
現
在
は
組
教
化
活
動

の
場
で
あ
り
、
次
の
宗
門
を
担
う
教

師
養
成
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
大
切
な
岡
崎
別
院
に
、

こ
の
た
び
の
御
遠
忌
を
御
縁
に
全
国

の
御
同
朋
が
御
参
詣
賜
る
日
を
心
よ

り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

岡
崎
別
院
の
所
在
と
周
辺
の
ご
旧
跡

①東本願寺（烏丸七条・烏丸六条）から

京都市営バス 5番 東天王町で下車

②京都駅から

京都市営バス 100番か5番 東天王町で下車

③京都市営地下鉄利用で京都駅から

国際会館行方面で丸太町駅下車

烏丸丸太町より京都市営バス 204番か93番

（錦林車庫行）岡崎神社前（岡崎別院前）で下車

④タクシーにご乗車の場合

東本願寺から「岡崎別院」まで約20分

〒
六
〇
六
‐
八
三
三
五

京
都
市
左
京
区
岡
崎
天
王
町
二
六
番
地

電
話
（
〇
七
五
）
七
七
一
‐
二
九
二
一

真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）

岡
崎
別
院

＊親鸞展（2011年3月17日～5月29日）会場の京都 市立美術

館より当院まで徒歩15分程度です。

○なお、当院には大型バス4台、乗用車15台が置 ける駐車

場がございます。

＊別院での宿泊は2名様～10名様程度可能ですが、素泊りで

貸フトン代として1泊￥1,800となります。なお１か月前まで

に左記まで御相談ください。

京都駅・真宗本廟（東本願寺）から
岡崎別院までの交通便（アクセス）


